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院生 玉上の f不妊治療後に流産を経験した女性のレジリエンス測定尺度の開発に関
する研究Jについて、流産経験者120名(回収率48%) を対象とした質問紙調査の因子
分析の結果について、 「看護師・医師のサポート」因子 (1項目・ α=0.89) お 「問題
( ， I解決能力J因子 (5項目・ α=Q・83)、 f価値の転換J (3項目・ α=0.85)が抽出され、
19項目のレジリエンス測定尺度において、信頼性、構成概念妥当性、基準関連妥当性が
確認された査読審査済の論文について論文報告会後、審査会を開催、及び最終試験を行
った。この論文は「母性衛生、 54(1)平成2S年4月発行」掲載が決定(証明書有)した。
今回、不妊治療後に流産を経験した女性に、研究開発したレジリエンス尺度による確
認結果を看護援助に活用できることが明らかlこなった等を分析・考察した論文につい
て、院生玉上が論文概要を述べ、その後、論文内の結果の詳細や分析結果について、
質疑応答の時間を設け、考察や示唆等の事項についても質問し、科目に関する最終試験
も併せて行った。
論文中の結果の詳細やその他の事項について、院生 玉上の回答、及び最終試験審査
としての質疑・指摘事項の回答、及び内容説明は適切で・あった。
以上により、本論文は博士(看護学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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不妊治療後の流産経験女性は流産後の処置を受けるなかで、看護支援を十分に受けられ
ているとは言い難く、女性自身で喪失体験を乗り越えざるを得ない現状がある。自身の先
行研究において、流産からの立ち直りには困難な状況から立ち直る力、レジリエンスが存
(' I在することが明らかになった。女性が立ち直る為には、女性自身のレジリエンスが必要で
あり、立ち直りを促進するためのレジリエンス測定尺度開発を研究目的とした。レジリエ
ンス測定の尺度項目は、不妊治療後に流産を経験した女性へのインタビュー結果を元に57
項目の質問項目を選定した。
研究協力が得られた体外受精・脹移植等の臨床実施施設で登録している21施設にて、現
在も不妊治療中で、不妊治療後に12週未満の流産経験女性250名に質問票を送付し、回答の
得られた120名(回収率48%)を対象とした。因子分析の結果、 「看護師・医師のサポート」
因子(1項目・ α=0.89)、 f問題解決能力j 因子 (5項目・ α=0.83)、 「価値の転換J
因子 (3項目・ α=0.85)が抽出された。
今回の研究によって、 19項目のレジリエンス測定尺度において、信頼性、構成概念妥当性、
基準関連妥当性が確認され、今回、研究開発したレジリエンス尺度による確認結果を不妊治
療後に流産を経験した女性への看護援助に活用できることが明らかになった。
